
�．問題
１．若年者の離職状況と雇用を取り巻く環

境

近年、日本社会では若年者の早期離職が

問題となっている。若年者雇用を取り巻く

現状について、総務省（２０１９）の調査によ

ると若年労働者人口は２００８年時点では

１，９８３万人であったが、２０１８年には１，７４３万

人に減少した。

厚生労働省（２００９）の実施した若年者雇
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要 旨

本研究では，大卒女子のファーストキャリアにおける早期離職者と継続在職者の心理的

プロセスの異同を検討することを目的とした。就活から就業に関する質問項目を作成し，

半構造化インタビューを実施した。そして，各調査協力者の発話を計量テキスト分析によ

る共起ネットワークを用いて，中心性の高い語を抽出し，検討した。この研究から以下の

ことが示唆された。

１．今回の研究では，離職者２名とも退職のきっかけは「不適応による退職」だった。し

かし，現在は両者とも次の就職に向けて，それぞれ行動を起こしていることが分かっ

た。つまり，これらの退職は単なる「不適応による退職」ではない。その挫折を通して

の「新たらしいキャリア形成に向かっての退職」であったといえるだろう。

２．実際に就業経験のある者や就業中の者の継続要因について，特に，在職者の発話内で

メンターと呼べる者の存在が明らかとなった。そして，そのメンターの存在は，各調査

協力者たちにとっての心の支えや，仕事に対するモチベーションに影響していたことが

伺えた。つまり，そういったメンターの存在は，就業継続の要因の一つと考えられる。

そのため，各企業はメンターシステムを構築することが，今後，若者の早期離職を防ぐ

ための効果的な戦略となるのではないかと筆者は考える。

【Key Word】ファーストキャリア 早期離職 大卒女子 キャリア形成 KH Coder
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用実態調査によると，初めて勤務した会社

をやめた主な理由として「仕事が自分に合

わない」「労働時間・休日・休暇の条件が

よくなかった」「賃金の条件がよくなかっ

た」「人間関係がよくなかった」などが上

位に挙がっていたことが報告されている。

「仕事が自分に合わない」「人間関係がよ

くなかった」などの理由については，実際

に就業してみないことにはなかなか判断す

ることが難しい。しかし，「労働時間・休

日・休暇の条件がよくなかった」「賃金の

条件がよくなかった」ということについて

はどうだろう。これらは本来，求人の時点

で企業から提示されているものではないの

だろうか。勿論，実際に働いてみたら仕事

に対しての給料や休暇が見合わなかったと

いうことや，実際に働いてみたら体力が追

い付かなかったからなど，若年者が持つ理

想と現実のギャップからくるものかもしれ

ない。しかし，近年では「求人詐欺」とい

う言葉もあるように，入社以前に企業から

提示された条件と，入社後の実際の条件が

違うというケースも多く存在している。以

上より，若年者を表現するキーワードが

「目標がない」「忍耐力がない」であるこ

とや，離職の原因が若年者の内的要因だけ

にあると考えるのは，企業側の見解に少々

寄り過ぎているように，筆者には思われ

る。

所（２０１７）は，若年者のキャリアデザイ

ン構築のための社会的支援策について，自

身の見解を整理しながら今後の活路を検討

した。そのような検討を行う上で，所

（２０１７）は若年者の早期離職には２つのタ

イプがあると述べている。まず，一つ目は

「積極的な退職」である。これは，他にや

りたいことが見つかった，起業したいなど

の理由による退職を指しており，そのよう

な場合には退職後の就職先や行動目標が決

定していることが多く，むしろ歓迎すべき

であると述べられている。目的意識がしっ

かりしている若年者の場合，少々の逆風が

あっても乗り越えていく前向きな力が備わ

っていると考えているようだ。しかし，こ

のタイプに属する若年者は，現状では非常

に少ないと言わざるを得ないと所（２０１７）

は指摘する。二つ目は「不適応による退

職」である。これは，仕事が面白くない，

労働時間が長い，給与や福利厚生が良くな

い，会社の雰囲気が合わないといった理由

により退職に至った場合を指している。現

代の若年者の大半はこのタイプに属してお

り，この場合には，次の就職先を決めて退

職する人は少なく，その後のことは退職後

に考えることがほとんどであるという。そ

して，現代の豊かな日本社会では，彼らの

家庭環境や社会環境が必然的にそうした行

動を容認してしまっていると述べられてい

る。彼らのほとんどが，次の仕事の当ても

なく初職を離職し，その行き着く先がフ

リーター・ニートであることは想像に難く

ないと指摘する。そこで，所（２０１７）は，

こうした若年者に対して緊急性の高いキャ

リア教育が必要であると考え，具体的な今

後の活路として，キャリアデザイン構築，

すなわち仕事を中核に据えた人生設計と，

大学によるキャリア教育の必要性を挙げ

た。

２．女性のキャリアライフ

厚生労働省（２０１８）の調査によると，常

用労働者における男性の離職率が１３％であ

るのに対し，女性の離職率は１７．２％と比較
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表１ 調査協力者プロフィール

インタビュイー 年齢 初職 在職期間

離職者
Aさん

２０代前半

介護士 ２０１８年４月～２０１９年１月

Bさん オペレーター ２０１８年４月～２０１９年３月

在職者
Cさん 清掃業

２０１８年４月～現在
Dさん 介護士

的高い数値であった。なお，ここでいう常

用労働者とは�期間を定めずに雇われてい
る者，�１か月を超える期間を定めて雇わ
れている者，�１か月以内の期間を定めて
雇われている者又は日々雇われている者

で，前２か月にそれぞれ１８日以上雇われた

者の上記３項のうちいずれかに該当する者

のことを指す。

この数年，女性の貧困がマスメディアで

取り上げられるようになったが，実はずっ

と以前から女性の貧困問題は存在し，今に

始まったことではない。西尾（２０１２）によ

ると女性が貧困化しやすい主な理由に以下

の４つが挙げられる。�性役割（ジェン
ダー・ロール）やそれに基づく性別役割分

担意識をベースとした労働市場の存在によ

り，女性は男性に比べて学卒直後の就職が

学歴によらず難しく，生涯を通じて低賃金

で不安定な非正規雇用を強いられやすく，

結果として稼得所得，預貯金額，受給可能

な年金額が少なくなりやすいこと，�女性
は男性に比して長寿である上，結婚する場

合には歳上の男性と結婚する傾向があるた

め，老後は単身世帯を形成しやすいこと，

�女性は結婚出産を機に離職すると稼得能
力を失い，貧困化リスクが家庭に内在化

し，離別・死別を通じて顕在化すること，

�女性はお金に対する関心が男性よりも低
く，また貯蓄や保険などの必要性は認識し

ていても�や�などの理由により稼得能力
が乏しいため，貧困化リスクを軽減するよ

うな行動ができないこと。

以上より，女性が自身の就業によって安

定した収入を得られる環境をつくることは

今後も重要な課題となってくる。そのた

め，まずは若年層の女性の早期離職やその

要因を明らかにすることで，長い人生の早

期の段階から安定した就業を得るための一

助となることが考えられる。

�．目的
以上より，本研究では大卒女子のファー

ストキャリアにおける早期離職者と継続在

職者の心理的プロセスの異同を検討するこ

とが目的である。なお，ここでの早期離職

者とは，卒業後一年以内に退職した者を指

すこととする。

�．方法
１．調査協力者

関東県内で研究の同意が得られた大卒女

子で，ファーストキャリアからの早期離職

者２名，継続在職者２名の計４名（表１）

を選定した。

２．調査時期

２０１９年６月末～７月末

３．調査方法

調査場所は，X大学，または調査者及び
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被調査者の自宅など。インタビュー調査

を，半構造化面接で行った。インタビュー

時間は，５０～９０分程度とした。最初に研究

の趣旨，協力者の権利についての説明を行

い，同意書への署名を求めた。その際，同

意撤回書も同時に添付し，いつでも辞退可

能だという説明も併せて行った。その後，

逐語化して分析を行うための許可を取った

上で，ICレコーダーにてインタビュー内

容を録音した。

４．調査内容

質問項目は以下の通りである。

Q１．学生時代の就職活動の状況と，就職

先決定から入社までの過程を教えて

ください。

Q２．（離職者）あなたが実際に入社して

から離職するまでの過程を教えてく

ださい。

（継続者）あなたが実際に入社して

から現在までの過程を教えてくださ

い。

Q３．あなたの今後の仕事や生活につい

て，どのように考えているのか教え

てください。

５．分析方法

今回は，計量テキスト分析ソフト「KH

Coder」（樋口，２０１８）を用いて分析を行

った。計量テキスト分析とは，樋口

（２０１４）によると「計量的分析手法を用い

てテキスト型データを整理または分析し，

内容分析を行う方法である。計量テキスト

分析の実践においては，コンピューターの

適切な利用が望ましい。」と定義されてい

る。そして，樋口（２０１４）は新たな計量的

分析アプローチを生み出した。それが「KH

Coder」である。樋口はこれまでにも，分

析用ソフトウェアを開発・公開してきた

が，それらは上記の定義に則って製作され

ている。そして，今回のKH Coderは今ま

でのアプローチを峻別・接合し，計量的分

析の新たなアプローチとして開発されたソ

フトである。従来のアプローチから継承し

た点は，理論や問題意識を自由に操作し追

求できるというところである。一方，従来

のアプローチから改善された点は，まず，

データを要約・提示する際に「手作業」を

省くことで，分析者のもつ理論や問題意識

によるバイアスをより明確に排除できるよ

うになったことであるという。また，多変

量解析によってデータを要約・提示すると

いう手順を加えたことで，分析の客観性な

いしは信頼性が向上していると樋口

（２０１４）は述べている。様々な分析方法が

ある中，本研究では樋口（２０１４）が作成し

た「KH Coder」を用いて，「共起ネット

ワーク図」「KWICコンコーダンス」によ

る分析と考察を行った。

６．倫理的配慮

本研究は，跡見学園女子大学倫理審査委

員会において承認を得ている（承認番号

１９００２）。

�．結果
本研究では，以下の手順で分析を行っ

た。

�「共起ネットワーク」を使用し，各調査
協力者の発話を分析した。なお，本研究

では，共起関係の描画数をデフォルトの

上位６０で設定し，語の最小出現回数の２

回から順に分析した。そして，最も分析

の対象として妥当な共起ネットワーク図

を採用した。採用するネットワーク図を
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決定する際に，以下の基準を設定した。

ａ．中心性の高い語数の最も多いもの

ｂ．共起ネットワーク図に出現した単語

数の多いもの

�「KWICコンコーダンス」を用いて，得

られた中心性の高い語がインタビュー内

でどのような使われ方をしているのかを

確認した。

�今回の研究では，中心性の高い語の前後
で各調査協力者にとって重要な文脈が得

られると考えている。そのため「KWIC

コンコーダンス」にて得られた文脈を元

にストーリーラインを作成し，考察を行

った。

以下，早期離職者であるAさんとBさ

ん，在職者であるCさんとDさんのインタ

ビュー内容に対する結果・考察である。

１．Aさんの結果

Aさんの発話全体を共起ネットワークに

かけた結果，今回は語の最小出現回数４回

の共起ネットワーク図を採用した（図

１）。そこでは，中心性の高い語として

「内定」「研修」「グループ」「場」「最初」

「人」「来る」「道」の８語が抽出された。

それら発話内容は以下に掲載する（表

２）。

Aさんは「最初は子どもに関わる仕事に

就きたくて，そういう教育関係だったりと

か，建築にも興味があったから，子どもと

建築とが関わりあるような会社だったり」

「私自身もどんな仕事がしたいのかいまい

ち掴めないまま就活やってて。その時に，

たまたま大学に来る学内の説明会みたいな

のがあって，そこで，たまたま不動産系の

会社で観に行った時に，その人の，その人

に惚れたのね」とあるように，教育関係や

建築などへの興味はあったものの，どのよ

うな仕事がしたいのか自分でも分からない

まま，就活を行っていた。そこで，たまた

ま出席した説明会で出会った不動産関係

（福祉事業も行っているグループ会社で，

Aさんは就職後そこの介護の仕事に就くこ

とになる）の説明会担当者に魅力を感じ，

その会社への就職を決めた。しかし，Aさ

んにとってその会社はまさに「一つの社会

人経験として，入るっていう感覚でしか

な」く，結果的に「内定者の時点でちょっ

と同期と合わない，性格的に合わないって

いうのはちょっと感じてた」「常にギスギ

スしてる感じ。仕事中もそうだし，たまに

飲み行ったりした場でも常に悪口が飛び交

ってるっていう感じで，上司の。その場に

いない上司の悪口をみんなで言い合ってる

っていう感じで。」とあるように，職場で

の人間関係がきっかけで離職を決意する。

その後，転職活動を行っていくが「改めて

転職活動する中で，もともとカウンセラー

として働きたかったし」と，元々自分が就

きたかった仕事への思いを再確認すること

になる。そして最終的に，某専門職に就き

たいという目標をかかげ「（某専門）学校

の見学行って，こういうことがしたくてな

るべく早く某専門職に就ける道に行きたい

んですけど，どういう道が一番最短ですか

ねっていう話をしたら，うちの１年のコー

ス受けるのが多分一番手っ取り早いと思う

っていう話をされて決めたかな」と，専門

学校の職員の助言を受けその学校に進学す

ることになった。

－ 175－

ｅｒ／跡見学園シリーズ／跡見学園女子大学／心理教育相談所紀要　第１６号／なかむら／１７１‐１８７　大卒女子の　室木ほか 2020



⬅

⬅

⬅
⬅

⬅ ⬅
⬅

⬅

図１ Aさんの発話全ての出現回数４回の共起ネットワーク図

表２ Aさんのコンコーダンスの使用例

内定
内定者の時点でちょっと同期と合わない，性格的に合わないっていうのはちょっと感
じてた

研修
人間関係で言ったら，それこそ，月一毎に研修があったんだけど，そのときに同じ内
定者のいわゆる同期の子たちと一緒に研修を受けてたんだけど

グループ
一番最初に会った人はグループ会社の人で，多分そのあと移動しちゃったにたいで，
全然どこにいるかもわからなくて会えてないし

場
常にギスギスしてる感じ。仕事中もそうだし，たまに飲み行ったりした場でも常に悪
口が飛び交ってるっていう感じで，上司の。

最初
最初は子どもに関わる仕事に就きたくて，そういう教育関係だったりとか，建築にも
興味があったから，子どもと建築とが関わりあるような会社だったり

人 たまたま不動産系の会社で観に行った時に，その人の，その人に惚れたのね

来る
私自身もどんな仕事がしたいのかいまいち掴めないまま就活やってて。その時に，た
またま大学に来る学内の説明会みたいなのがあって，そこで，

道
（某専門）学校の見学行って，こういうことがしたくてなるべく早く某専門職に就け
る道に行きたいんですけど，どういう道が一番最短ですかねっていう話をした

２．Bさんの結果

Bさんの発話全体を共起ネットワークに

かけた結果，今回は語の最小出現回数５回

の共起ネットワーク図を採用した（図

２）。そこでは，中心性の高い語として

「AD」「まあ」「一緒」「辞める」「２月」
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の５語が抽出された。それら発話内容は以

下に掲載する（表３）。

Bさんは「説明会とか行ってもピンと来

ず，いろいろ悩んだ結果，何かもう私服と

かで参加できるADの合同説明会に行っ

て，ここなら受かりそうだなっていうすご

い全然努力もせずにそこに入ってしまい，

まあでも芸能界自体は興味はあった」とい

うように就活時，説明会に参加してもなか

なかピンとくる仕事がなく，私服で参加で

きるということと，元々興味はあったAD

の説明会に行き，何の努力もせずそこの内

定を貰った。しかし，入社前のアルバイト

研修にて「ドドブラックみたいな。すんご

い状況で。これ無理だなと思って，スパン

と１ヵ月で辞めました。」と，入社する前

にADの仕事がブラックであることを実感

し，内定を辞退した。そして，その時期で

も内定が貰える企業を改めて探すことにな

る。そして「とりあえずそこで面接受けて

みるかと思ったら普通に受かったので，と

りあえず１年くらいはやりたいことさがし

ながらそこでやろうかなっていう感じで。

そうですね，もう辞める気満々でした。や

りたくない仕事だったので。」と，受かっ

た時点で辞める気満々で，やりたいことを

探しながら働くつもりで初職を決めた。

「２月以前は特に辞めてからどうすればい

いっていうのは分からずに辞めたいって思

ってたっていう感じ。」２月以前は，職歴

のために１年経ったら辞めようという気持

ちだけでその先をどうするかは分かってい

なかった。「小さい頃からお絵かきとかデ

ザイン関係がすごく好きだったんです

ね。」「やっぱやりたい仕事が魅力的に思う

じゃないですか。せっかくだったら何かで

きることあるのかなって思った時に」「母

親が，仕事１年ちゃんと続ければまあ職歴

になるし，失業給付も受給資格が発生する

ので，それで失業給付貰いながらそういう

なんだろ，ウェブデザインだとかイラレ，

フォトショいじれるようなスクール行くっ

ていう」しかし，２月に母親から１年続け

れば職歴になり失業手当も貰えるというこ

とを聞いた。「このままスキルも何にもな

しに仕事していくのが不意に怖くなっ

て。」「まあ改めてその自分がデザインとか

絵とかが好き，でもそれはあくまで趣味で

仕事にする気はないっていう気持ちが変わ

ってやりたいってなって」「自分のやりた

いことができるかもしれない。」「まあ普通

にえっと，スクール行って，（中略）デザ

イン関係の仕事に就けたらなっていう感じ

ですかね。そこを目指してます。」「まあや

りたいことを仕事にしようっていう気持ち

が強くなったってことですかね。そのため

には何をすればいいのかっていうのが分か

ったっていうことですか」「つまんないし

嫌な気持ちが募るだけだなっていうのが身

に染みてわかったので，それが今に繋がっ

てるのかなって思いました。」「早く辞めた

いっていう嫌な気持ちが，ずっとそれを抱

えたまま仕事することになるので。前向き

にならないといけないっていうのが多分あ

るんだと思います。」そして，元々好きだ

ったデザインや絵について，就活の時点で

はあくまで趣味であり仕事にする気はなか

ったが，辞めたいという気持ちを抱いたま

ま働き続けても嫌な気持ちが募るだけだと

いうことを経験したBさんは，好きなこと

を仕事にしたいという前向きな気持ちを抱

くようになった。そして，そのためにはど
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図２ Bさんの発話全ての出現回数５回の共起ネットワーク図

表３ Bさんのコンコーダンスの使用例

AD
説明会とか行ってもピンと来ず，いろいろ悩んだ結果，何かもう私服とかで参加できる
ADの合同説明会に行って，ここなら受かりそうだなっていうすごい全然努力

まあ
まあ改めてその自分がデザインとか絵とかが好き，でもそれはあくまで趣味で仕事にす
る気はないっていう気持ちが変わってやりたいってなって

一緒
友人と一緒に話したりするような内容なんですけど，わざわざ大学出てまでするような
仕事ではないと思ってたんですよ。

辞める
ドドブラックみたいな。すんごい状況で。これ無理だなと思って，スパンと１ヵ月で辞
めました。

２月
２月以前は特に辞めてからどうすればいいっていうのは分からずに辞めたいって思って
たっていう感じ。

うすればいいのかが分かったBさんはス

クールへ通う決意をした。「この先もね

え，転職転職って自分どんどん適当な転職

活動を続けてたら人間としてやばいなって

思っちゃって。」「まあ人間としてすごいネ

ガティブだし，昔から劣等感も強いし適当

だし，何だろう，割とまあ簡単にクズとい

うか，そういうタイプの人間なんですよ。

で，いざ社会に出ると，そういう自分のク

ズの部分とすごい向き合う機会が増えるん

ですよ」「（スクール）通ってデザイン関係

の仕事ができるかもしれないっていうのは

一つ前向きになる原動力なのかもしれな

い。」また，自分のやりたい仕事に就くた

めのスクールは，スキルを身に着けるため

だけのものではなく，今までのネガティブ

な自分から前向きになる原動力の一つかも

しれないとも考えている。
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３．Cさんの結果

Cさんの発話全体を共起ネットワークに

かけた結果，今回は語の最小出現回数７回

の共起ネットワーク図を採用した（図

３）。そこでは，中心性の高い語として

「感 じ」「病 院」「話」「人」「部 署」「先

輩」の６語が抽出された。それら発話内容

は以下に掲載する（表４）。

「特に就きたい仕事がなくて，とりあえ

ず受かりそうなところを受けてた感じ」

「（初職の会社の業務内容が）幅広かった

んだよ。清掃もあるし，設備もあるしみた

いな感じで。いろんなことをしている会社

だったから。介護職だったら介護職しかな

いけど，その会社だったらなんかいろんな

ことできるんじゃないかなみたいな感じ

で」「合同説明会でビルメンテナンスって

いうか清掃。主に説明を聞いたのは清掃

で，楽しそうだなってちょっと思って。そ

れよりも採用係の人がすごい良い人だった

から，会社の雰囲気良いんだろうなって感

じで」Cさんは就活時，特に就きたい仕事

がなくとりあえず受かりそうなところを受

けていたが，その中で介護か清掃の仕事に

絞られていった。最終的に，いろんな仕事

ができることと，説明会にいた採用係の人

が良い人だったため会社の雰囲気も良いの

ではないかと思ったことが決めてとなり，

初職を決めた。「積極性も持ちたかったっ

ていうのがあって。入社してからそういう

風になろうっていう意気込みはあった気が

する。」「人生の節目じゃないけど。（中

略）自分変えられるじゃないけど。」「その

会社に入って今までの自分を知った人がい

ないわけだから，どういう自分でもいられ

るなみたいな。学生時代までは積極性とか

なかったし，どちらかというとネガティ

ブ，今もネガティブ」また，Cさんは初職

の内容とは別に人生の節目と言っても過言

ではない社会人になるタイミングで，今ま

での自分を知っている人がいない場所で，

今までのネガティブな自分ではなく積極性

を持ちたいという意気込みを持っていた。

「最初４月に入社して１か月間は研修期間

で（中略）楽しかったけど，自分がどこに

配属されるんだろうっていう不安もあった

かな。」「早く仕事したいっていう感じはあ

ったかな。」研修中は楽しい，不安という

感情と，早く仕事をしたいという気持ちを

抱いていた。「５月からは配属が決定し

て，部署に配属されたんだけど，自分が希

望した部署じゃなかったから。」「今うちが

いる部署は病院しか見ない部署なんだけ

ど，（中略）病院に興味がなかったという

か。普通に病気じゃないのに病院に行きた

くないし。研修期間で部署がやってる仕事

を聞いても難しそうだなっていうか」「１

週間２週間くらいは。興味がないと仕事で

きないじゃないけど，やろうと思わないじ

ゃん。だから不安だったんだけど，（中

略）３個上の先輩と行動することが多く

て，その先輩と話してるうちに，なんか楽

しくなってきたなみたいな感じだった気が

する。」「この部署で頑張ろうって思ったき

っかけは，最初に配属されて，３個上の先

輩と行動してたときに，本当はこの部署は

希望してなかったっていうのを（Cさんが

先輩に）言ってたんだよ。」「そしたら，マ

ネージャー業っていうのは他の部署に行っ

ても変わらないから，他の部署に行っても

通用するように教育していくよみたいな

（ことをCさんは先輩から言われた）。」
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「それを聞いたときに，負けず嫌いだか

ら，いややるしみたいな。」「その時は，こ

の部署に配属されたのは何か意味があるん

だろうって自分の中で思って頑張ろうって

感じで思ってた時に，その事（他の部署に

異動することを見据えた教育をしていくと

いうこと）を先輩から聞かされて，いや

（この部署で）やるって決めたしみたい

な。」「っていうのでやる気が出たっていう

のと，３個上の先輩と話してて，仕事につ

いて話してて。（中略）感染対策っていう

のがキーワードじゃないけど，大事になっ

てくるんだけど。それについてはあんまり

全然理解してなかったっていうか，わかん

なかったんだけど，３個上の先輩と話して

て，そういうことかって完全に理解できた

ときにやっぱ楽しいなって思ったみたい

な。」「（菌）が集まってるんだよっていう

のを最初に先輩から教えてもらってたんだ

けど，で？みたいな。全然，だから？わか

ってるよそんなのみたいな感じで，そこ拭

くの当たり前なんじゃないのって，あんま

り実感としてなかったんだけど。当たり前

っていうか，ピンと来なかったという

か。」「患者さんだと免疫力低下してるから

そういうところ触れて自分の体内に菌入れ

ちゃって，病気になってそれが広がっちゃ

ってみたいなことが起こるわけよ，病院だ

と。だからそこそういうところを拭くのは

大事なんだよっていうことを，最初に行っ

た現場で実感したというか，なんだろう，

難しいな，」配属が決まり，Cさんは自分

が希望していた部署ではなく，興味のない

病院に配属になった。配属後１，２週間は

不安もあり，やろうという気にもなれなか

ったが，先輩と行動を共にしていくうちに

その気持ちが変化していった。そのきっか

けの一つとしてCさんの負けず嫌いな性格

があった。また，続けていく中でだんだん

この仕事の大切さを理解できた，実感でき

たということも大きく関わっているよう

だ。それから，Cさんの不安な気持ちが楽

しい，頑張るという気持ちに変わっていっ

た。「６月からちゃんとした専門としてる

清掃を学び始めたんだけど。そこから（中

略）１個上の先輩とも関わるようになっ

て，病院の清掃についてちゃんと教わるよ

うになってきたんだよ。その中で，最初多

分，５月入ってきたときに，この部署に入

ったのは何か理由があるはずだみたいな自

分の中で思ってたって言ったと思うんだけ

ど，全く理由がなかったっていうことを知

った」「仕事やる気失せた，１週間くら

い。まじかみたいな，すごいショックだっ

た，すごい。え，なんだったの，希望なん

て聞かなきゃ良かったじゃんみたいな感じ

で。すごい幻滅したじゃないけど，何なん

だよこの会社って思ったのは１週間くらい

あって，１週間くらいは仕事のやる気なか

った，正直。１週間くらいだったけど，も

う２，３か月経って，その同じ部署の人た

ちがすごい良い人達だったから頑張ろうっ

ていう気持ちは消えなかった，なんか。す

ごい良くしてくれてたから，悩みも聞いて

くれるし」しかし，６月に入ってから新し

い事実が発覚した。今まで，この部署に配

属されたのは何か意味があるんだろうと考

えることが一つの動機付けになっていたの

だが，そのことに全く理由がなかったこと

が分かった。Cさんはそのことに大きなシ

ョックを受け，会社に対して何なんだよと

いう気持ちも生まれたが，その中でも部署
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図３ Cさんの発話全ての出現回数７回の共起ネットワーク図

の人が良い人たちだったため頑張ろうとい

う気持ちは消えることがなかった。そのこ

とから，Cさんが仕事を続けられる理由の

一つが周囲の人々だということが伺える。

「そのマネージャー業を今してるんだけ

ど，いろんな現場の清掃スタッフとかをま

とめたりとか，お客さんとの関係を取り持

ったりとかしてるんだけど，そういう話聞

いて，楽しそうだなじゃないけど，そうい

うのを思ってたから，早くやりたいなっ

て。」「自分が指導するじゃないけど，ちょ

っと上の立場になって指導するっていうこ

とになったから，清掃スタッフとの関りに

ついては悩んだかな。清掃スタッフの人た

ちは，主に自分のお母さんとかの年代なわ

けよ。仲良くなるのは自分的には簡単だな

って思ったの。普通に女性が多いし，可愛

がっ」「関係は気を付けたね。言葉遣いと

か態度とか，どういう風に接したら自分に

ついてくれるかなっていうのは結構考えた

と思う。答えはね，実際は人それぞれだか

ら，人間だからって思っちゃって。一人一

人に対しての接し方も違うし」「そのとき

は全力で頑張ってたから，それをスタッフ

さんたちが見ててくれて，じゃあCさんが

頑張ってるから頑張るよみたいな感じで，

ついてきてくれた感じはあった。」Cさん

は入社当時から，不安を抱えつつも早く仕

事をやりたいという気持ちでいた。そして

実際に働く中で，自分の親世代のスタッフ

の方々との関りに悩みつつも，その努力を

見てくれているという実感を持って仕事を

続けている。
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表４ Cさんのコンコーダンスの使用例

感じ 特に就きたい仕事がなくて，とりあえず受かりそうなところを受けてた感じ

病院 病院の清掃についてちゃんと教わるようになってきたんだよ。

話
っていうのでやる気が出たっていうのと，３個上の先輩と話してて，仕事について話して
て。

人
その会社に入って今までの自分を知った人がいないわけだから，どういう自分でもいられ
るなみたいな。

部署
５月からは配属が決定して，部署に配属されたんだけど，自分が希望した部署じゃなかっ
たから。

先輩
３個上の先輩と行動することが多くて，その先輩と話してるうちに，なんか楽しくなって
きたなみたいな感じだった気がする。

４．Dさんの結果

Dさんの発話全体を共起ネットワークに

かけた結果，今回は語の最小出現回数５回

の共起ネットワーク図を採用した（図

４）。そこでは，中心性の高い語として

「入る」「新しい」「リーダー」「先輩」「思

う」の５語が抽出された。それら発話内容

は以下に掲載する（表５）。

「大学３年の秋は，普通に大学院に行こ

うと思ってて」「まだ自分の中で普通に心

理職をやりたいっていう気持ちはあるんだ

けど，それはやっぱり実際に普通に社会人

として働くっていう経験がしたいなって思

って。」「その２つの理由があって就職活動

を始めました。最初は普通に公務員を目指

してたのね，法務教官を。」「けど，普通に

自分は勉強が嫌いだし，落ちた時に立ち直

れるかなっていったらあれだけど，就職活

動を続けられるかなって思った時に，早い

段階から辞めようと思って，その道は辞め

たかな。」「とにかく安定を求めてた。結局

合格できる不安がなくて普通に就活しよう

と思って，普通に大学３年の冬に始めたん

だよね。」「こうカウンセラー目指してた時

に，その人にとって身近な存在になりたい

なっていうのがあったから，いいなという

か。この会社なら展望はあるかなと思っ

て。あとその会社は介護だけじゃなくて，

学童と保育もあったりして」「あと普通に

大きい企業だから大丈夫かなみたいなのが

あってかな。このときはだからなんかそん

な，すごく介護の仕事が良いみたいなそう

いうのはなかった」大学３年秋から就活の

時点では，大学院，法務教官，社会人と非

常に揺らいでいる様子が伺える。しかし，

そのような中でも「その人にとって身近な

存在になりたい」という気持ちは一貫して

持ち続けており，最終的に現在の介護の仕

事に至った。だが，この時点では「介護の

仕事が良い」という気持ちはなかったよう

だ。

「配属になって３週間か，くらいに朝自

分が仕事入ってその人の様子を見たらなく

なってたんだよね。うちが初めて亡くなっ

たのをみたのね。」「初めて亡くなるのを，

初めて見たっていうか（中略）本当に今ま

で，数時間前は生きてた人がこんな何の前

触れもなく，こんな風になくなっちゃうん

だなみたいな。」「悲しいんだよね。短い期

間だったけど，その人と関わってたからす

ごい悲しくて。そういったときにこのまま

こう自分がこの仕事を続けられるのかなっ
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て思ったらやっぱり，モチベーションじゃ

ないけど，一気にドーンって落ちちゃっ

て。」「死を受け入れるっていうか，できる

かなっていうか。でも，思いっきりその場

で泣き崩れちゃって，過呼吸起こすくらい

その時はやっぱ辛くて。」「そういった時

に，周りの先輩とかがまあ，フォローして

くれたっていうか。そういうのがあって，

やってこうかなって。それはまあ，その時

にモチベーションが下がって，落ち」Dさ

んは，配属３週間という早い時期で入居者

の死に直面した。その時のショックは過呼

吸を起こすほどのもので，これからこの仕

事を続けられるのかという不安も生まれた

が，周囲のフォローのおかげでやっていこ

うという気持ちになることができた。

「なったときはすごくモチベーションが

高かったっていうか，こうワクワク。新し

く仕事を覚える不安もあったけど，早く仕

事を覚えて一人前になりたいみたいな。」

「要するに，先輩とかホームが温かく受け

入れてくれたから，早く一人前になって貢

献したいっていうか，仕事できるようにな

りたいなみたいな感じで，モチベーション

が高かったんだけど」「自分一人で最初は

いろいろミスとかあったけど，だんだん自

分一人でシフトをこなせるようになってき

て，周りの先輩とかも褒めてくれたり，実

際に入居者さんも自分のケアで喜んでくれ

たりとか，そういうのがあって，ちょっと

やりがいを感じてきて」「実際に先輩とか

みてるとやっぱり入居者に対してのケアと

か，言葉のかけ方とか尊敬する部分があっ

て自分も介護士になった以上，上を目指し

たいというか」「入居者に良い影響を与え

られる，いいケアを提供できる人になりた

いと思って。自分は仕事していきたいなと

いうかプラスアルファで仕事に取り組みた

いなと思ってるんだけど，あの３人が。」

「そういうこと言われなきゃいけないんだ

みたいな。」「そういういざこざじゃないけ

ど同期の３人も意識，意識の問題なのかわ

かんないけど現状このままでいいじゃんっ

て，新しく取り組むとかそういう気持ちに

はならないと。」「（中）途とかホームが

オープンしたときから入ってるんだけど等

級が上がらない３０代から５０代の女性スタッ

フが何人か。」「正社員なんだよね，正社員

で入ってるけど等級が上がらないっていう

のは一定の仕事しかしない，プラスアルフ

ァで業務改善とかそういうことはしない，

やっぱり与えられた仕事を淡々とこなすっ

ていうスタッフ」徐々に仕事を覚えていく

中で，先輩や入居者さんの声掛けによって

やりがいを感じ始めた。そして，先輩の姿

を見て上を目指したいという思いが生ま

れ，自分の成長についても考えるようにな

った。その一方，Dさんや尊敬できる先輩

のような人々だけではなく，意識の低い同

期やなかなか等級の上がらない社員もお

り，その人々との仕事に対する熱意の違い

に違和感を持っているような様子も伺え

る。

「仕事辞めたいみたいなのもなかった。

周りの人たちは良い人。言われることなく

あれだったから働きやすいなみたいなもの

あって」「夏に先輩から毎年うちのホーム

は９月に大きなイベントとしてお祭りがあ

るんだけど，それのプロジェクトがあっ

て，それにうちが抜擢されて」「任せられ

たっていうか。それも嬉しくてお祭りの準

備とかして。」「冬を越して上の先輩とかが
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移動になったりしてそんな中で自分はプロ

ジェクト，アクティビティなんだけどリー

ダーになってあともう一つ採用もあるんだ

けどリーダーになったのよ今。」「でなんか

すごい同期の子が３人いるんだけどその子

たちのモチベーション仕事に対する意識が

まあ低いと先輩に言われて，そこを何とか

してくれみたいに言われたのね。」「結局そ

れは先輩に言われたんだけど，いくら自分

一人で仕事ができても意味がない，やっぱ

り上を目指すっていうのはほかの人を巻き

込んで一緒に目標に向か」「みんなの働き

かけがあって良いものができるっていうの

を学んだから，他の人の意見を聞いたり他

の人の新しい知恵を聞いたりするのが大事

だなっていう感じかな。」それまでDさん

は周囲の人々に恵まれ，辞めたいと思うこ

ともなく続けることが出来た。そして，頑

張りが認められたのかDさんは施設内のイ

ベントのリーダーに抜擢された。その任務

を果たす上で，先輩からモチベーションの

低い同期何とかするように言われた。そこ

で，今までは一人で頑張れば良いと思って

いたが，人を巻き込んで目標を達成するこ

とが大切だということを知った。

「でもなんかこう，シフトとかも離せる

ようになったり，仕事ができるようになっ

たときにやっとその」「頑張ろうって。そ

の一方で祭りがまたあるんだめんどくさい

なって，毎年やってるから，そのとき，祭

りをやるにあたってやりますよって発信を

したときにこう思ったのが人それぞれ仕事

に対して意識とかモチベーションって言っ

たらあれだけど，仕事に対する意識ってみ

んな一緒の方向とは限らないんだなっ

て。」「温度差だよね。仕事に対する温度差

っていうのがあるなあっていうのを感じ

た。そのときはしょうがないよなみたいな

あんまり深くは思わなくて。（中略）お祭

りをやって達成感っていうのが自分の想像

以上に（なかった）」先輩とシフトを離せ

るようになったり，仕事ができるようにな

っていく中で，Dさんは頑張ろうという気

持ちを持って仕事に取り組んでいた。その

一方，仕事に対する意識の違う人々との温

度差に悩み，結果，自身の受け持ったイベ

ントでの達成感も感じることが出来なくな

ってしまったこともあったようだ。

「最初の仕事でも１年間波があって。最

初に配属になったときはすごくモチベーシ

ョンが高かったっていうか，こうワクワ

ク。」「現状自分はいろんな仕事をしてるけ

ど何か取り組んで成し遂げたことを他の人

に発表できるかって言われたらできないな

って思って。なんかそういう自分が取り組

んだことで達成できたことを」「人に言え

るくらいなんか一つやりたいなって。」「例

えばもし自分が転職したときに，あなた今

まで何やりましたかって聞かれたときにと

か，今新しく後輩が新卒で入ってきたけど

そういう子たちにも自分の背中っていう

か，見せるためにも具体的に自分がやって

きたことを話せるようにやりたいなって」

「３年で受験資格が得られるから，資格を

取って，資格を取ることとホーム長の次に

位が高いというかホーム長の次に責任があ

るサービスリーダーになってみんなが気持

ちよく仕事をできる環境をつくりたいなっ

ていうのがある。」「不満とかやっぱり。そ

ういうのでホームの感じが悪くなってきて

るからそういうの変えるってなるとやっぱ

それはリーダーの仕事になっていくわけだ

－ 184－

ｅｒ／跡見学園シリーズ／跡見学園女子大学／心理教育相談所紀要　第１６号／なかむら／１７１‐１８７　大卒女子の　室木ほか 2020



⬅

⬅

⬅

⬅

⬅

図４ Dさんの発話全ての出現回数７回の共起ネットワーク図

表５ Dさんのコンコーダンスの使用例

入る
今新しく後輩が新卒で入ってきたけどそういう子たちにも自分の背中っていうか，見
せるためにも具体的に自分がやってきたことを話せるようにやりたいなって

新しい
なったときはすごくモチベーションが高かったっていうか，こうワクワク。新しく仕
事を覚える不安もあったけど，早く仕事を覚えて一人前になりたいみたいな。

リーダー
サービスリーダーとか新卒で入った先輩の姿をみて，仕事してるなっていうか，新し
く自分で仕事を取りに行くって自分の成長にも繋がるなっていうのがあって。

先輩 そういった時に，周りの先輩とかがまあ，フォローしてくれたっていうか。

思う
まだ自分の中で普通に心理職をやりたいっていう気持ちはあるんだけど，それはやっ
ぱり実際に普通に社会人として働くっていう経験がしたいなって思って

から，まあリーダーになるならないにしろ

そういう取り組みができたらいいなってい

う感じかな。」モチベーションの波があり

つつもDさんは現在も初職を続けており，

そのモチベーションを支えているのは先輩

やホームの温かさだということが伺える。

また今後について，現時点では人に発表で

きるほど何かに取り組んだことがないと感

じている為，自身のキャリアや後輩のため

に何か他者へ自分の取り組みを伝えられる

ようなことがしたいと考えている。他に

も，介護士としての資格を取ることや，

リーダーになって職場の雰囲気の改善をし

たいという前向きな意識を持っていること

が伺える。
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�．考察
１．離職者の離職理由と進路

今回の研究では，離職者両者とも退職の

きっかけは，所（２０１７）によるところの

「不適応による退職」であったことがわか

る。しかし，就業する中で，また，ファー

ストキャリア及び転職活動の中で本当にや

りたい仕事をみつけその方向へ進み始め

た。つまり，「不適応による退職」が次の

キャリアへの橋渡しになったことが伺え

る。これは，所（２０１７）が指摘する「不適

応による退職」が必ずしもネガティブでな

いことの根拠といえると考える。さらに，

より良いキャリアライフを得るための「不

適応による退職」であったともいえる。つ

まり，所（２０１７）が指摘しなかった第三の

退職のキャリアパスが示唆されている。

２．早期離職者と継続在職者の相違点

今回の結果を鑑みたところ，特に在職者

の発話内でメンターの存在が伺えた。職場

におけるメンター（指導者）とは「『キャ

リア形成上の応援者』であるが，仕事上で

励ましてくれた人，人格を磨くために尊敬

で き た 人 な ど が 含 ま れ る」（安 田

ら，２０１５）である。職場におけるメンター

の存在は，職場のメンタルヘルス対策の一

つとして近年注目されており，メンター制

度を導入する会社もある。今回の研究で

は，離職者にはメンターの存在は伺えなか

った。その一方で，在職者の発話内では，

メンターの存在や発言が，心の支えや仕事

に対するモチベーションに影響していたこ

とが伺えた。つまり，そういったメンター

の存在は，就業継続の要因の一つと考えら

れる。

�．総括
本研究では，大卒女子のファーストキャ

リアにおける早期離職者と継続在職者の心

理的プロセスの異同を検討することが目的

であった。各調査協力者の発話をHK Coder

にて分析した結果，以下のことが明らかと

なった。

１．所（２０１７）は若年者の早期離職を「積

極的な退職」と「不適応による退職」の２

つのタイプに分けている。特に，「不適応

による退職」については，それらを選択し

た若者の行き着く先がフリーター，ニート

であることは想像に難くないと述べてい

る。今回の研究では，離職者２名とも退職

のきっかけは所（２０１７）のいう「不適応に

よる退職」だった。しかし，現在は全員が

次の就職に向けて，それぞれ行動を起こし

ていることが分かった。つまり，これらの

退職は単なる「不適応による退職」ではな

い。その挫折を通しての「新しいキャリア

形成に向かっての退職」であったと言える

だろう。

２．松並ら（２０１８）の研究をうけ，実際に

就業経験のある者や就業中の者の継続要因

について検討を行った。その結果，特に，

在職者の発話内でメンターの存在が伺え，

心の支えや仕事に対するモチベーションに

影響していたことが伺えた。つまり，そう

いったメンターの存在は，就業継続の要因

の一つと考えられる。そして，今後の経済

発展のためには，そういったメンターシス

テムの確立が有効ではなかろうかと筆者達

は考える。

�．謝辞
本研究の調査にご協力下さいました被験
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